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研究の概要 

原発性進行性失語患者への標準的な介入法のモデル化とタブレット端末を用いた長期支援 

 

アルツハイマー型認知症などと同じ神経変性疾患を原因とする原発性進行性失語症（PPA; Primary 

Progressive Aphasia）は数年から十数年をかけてゆっくり進行するため、長期経過を見据えた支援が必要で

ある。PPAの主症状はコミュニケーション障害であり、言語聴覚士（ST）の専門的な介入が必須だが、適切な

介入法もサービス提供のための手段も確立しておらず十分なサービスが提供されているとは言いがたい。ま

た PPAの場合は、疾患の進行に伴い認知症に移行するため、医療・介護の多職種が関与することになる。ゆえ

に関わる人や場が変わっても継続したサービスを受けられる体制作りが必要であり、これまでの研究から患

者自身の情報や学習ツールを搭載したタブレット端末を使うことが有益ではないかと考えている。 

そこで本研究では、 STの PPAへの関わりの実態調査と本人・家族を対象としたインタビュー調査によって

現状の問題点と必要とされるサービスを明らかにし、PPA患者のための標準的な介入法をモデル化して、タブ

レット端末を用いて提供することを試みる。 
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本研究の成果は、同じく長期経過を辿る認知症や進行性難病の方への支援にも汎用できる可能性がある。

また今後、日常的に IT機器を使う世代が高齢者になっていく社会においては、特別な福祉機器ではなく、使

い慣れたツールを患者の日常生活支援やリハビリテーションの手段として柔軟に使用していくことを提案で

きる。これにより、高齢になっても認知症になっても継続して使えるやさしい IT機器の開発に繋がることが

期待できる。 
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